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1．目的 

 近年，局地的な豪雨の増加に伴い流木災害を引き

起こす事例が報告されている．平成 29年 7月九州北

部豪雨では，赤谷川において約 20,000 m3/km2の流木

発生 1)が，令和 2 年 7 月豪雨では，筑後川上流域の

松原ダムと下筌ダムで合わせて約 6,000 m3の流木発

生 2)が確認された．これらの流木が海洋流出すると，

漁船の航行障害など，漁業へ深刻な影響を及ぼす．ま

た，干潟など水深の浅い場所へ回収船が近寄ること

ができず回収が困難になるなどの問題を引き起こす．

そのため，海域へ流出した流木の効率的な回収を実

現するために，河川流域毎の流木発生量を評価する

ことが求められる． 

正垣ら 3)は，斜面崩壊に寄与する様々な要因を現状

で可能な範囲で導入し，ロジスティック回帰分析を

適用して斜面崩壊発生確率を地点毎に算定すること

で，斜面崩壊を評価するとともに流木発生量を算出

することを試みた．その結果，平成 29年九州北部豪

雨における筑後川中流右岸の15河川を対象に流木発

生量を予測するモデルを作成した．また津末ら（投稿

準備中）は，平成 30年西日本豪雨における広島県呉

市，東広島市，愛媛県宇和島市の 17河川を対象に流

木発生量を予測するモデルを作成した．さらに矢野

ら 4)は，令和元年台風 19号における宮城県丸森町の

4 河川を対象に流木発生量を予測するモデルを作成

した．これら 3 種類のロジスティックモデルは，そ

れぞれ対象河川の流木発生量を，概ね±20％の精度で

予測している．また小林ら 5)はこれらのロジスティ

ックモデルを用いて，筑後川を対象に流域を一貫し

て流木発生量を推定できるモデルを構築した．本研

究では，これら既存のロジスティックモデルを利用

して，有明海に流入する全ての一級河川を対象に流

木発生量を評価することを試みる．本稿では，六角

川・嘉瀬川・矢部川を対象にモデル開発を試みる． 

 

 

図-1 対象河川と流域 

 

2．研究内容 

まず，図-1に示した 3つの対象流域を 30mメッシ

ュに区分し，各要因データの収集と作成を行った．こ

こで，要因データは，斜面崩壊に寄与する素因として

傾斜角・地質・平面曲率・累積流量・土壌被覆を，誘

因として最大累積雨量(1時間・3時間・6時間・12時

間・24 時間)を考慮し，国土地理院や国土交通省，

JAXA等が公開しているデータを用いた．また，2012

～2020 年の期間で 5 つの降雨イベントを抽出し,X-

RAIN から得られる各時間の最大累積雨量データを

作成した． 

 次に，調査対象流域に対して前述の 3 種類のロジ

スティックモデルを適用し，メッシュ毎の斜面崩壊

発生確率 P(z)を次式より算出する． 

          P(z)＝
1

1+exp⁡(−𝑧)
                 (1) 

ここで，𝑧 = 𝛽0 + 𝛽1𝑋1 + 𝛽2𝑋2 +⋯+𝛽𝑛𝑋𝑛，𝛽𝑛は回帰

係数(最尤法により決定)，⁡𝑋𝑖は説明変数である．その

後，メッシュ毎に得られた P(z)を渓流単位で集計し

平均することで，渓流毎の平均斜面崩壊発生確率

𝑃(𝑧)̅̅ ̅̅ ̅̅ を算出する．そして崩壊した渓流のデータから

決定された実測崩壊地面積率と𝑃(𝑧)̅̅ ̅̅ ̅̅ の単回帰式を用

いて，崩壊面積率を予測する．最後に，流木発生量 
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表-1 矢部川の予測流木量(m3) 

 

表-2 六角川の予測流木量(m3) 

 

表-3 嘉瀬川の予測流木量(m3) 

 

 

図-2 各モデルを作成した対象地域と令和 2年 7月豪雨

時の矢部川六角川の代表地点の各時間最大雨量比較 

Vは崩壊面積 Aから次式より算出する． 

                  V=𝛽𝑑𝑤A                 (2) 

ここで，⁡𝛽𝑑𝑤は樹種毎の流出係数であり，針葉樹の

場合は樹齢 45年を仮定して 54,900 m3/km2，広葉樹

の場合は 1,000 m3/km2，草地・裸地は 0 m3/km2とし

た 6)． 

3．結果と考察 

 H29九州北部豪雨モデル，H30西日本豪雨モデル，

R1台風 19号モデルを 3河川に適用した結果，表-1，

2, 3にそれぞれ示す流木発生を予測した．平成 30年

7 月豪雨と令和 2 年 7 月豪雨に対し H30 モデルを適

用したところ，予測流木量が多くなるという結果が

得られた．また，H30 西日本豪雨モデルで考慮して

いる 6，12，24 時間最大累積雨量の範囲で，図-2に

示す各時間累積雨量の比較を見ると，平成 30年 7月

豪雨と令和 2 年 7 月豪雨は傾向が類似していること

が分かる．したがって，降雨パターンが近いほどロジ

スティックモデルが敏感に判断して流木量を大きい

ものに推定していると考えられる． 

4．結論 

 複数の一級河川が流入する有明海について，流入

する流木量を推定するためのモデル作成を試みた．

対象降雨イベント時の実績流木データが存在してお

らず，予測結果の精度検証ができないものの，イベン

トに対応した流木量の違いはある程度表現できた．

今後，残りの河川を対象にロジスティックモデルを

適用し，流木発生量の評価を試みる．それらの結果は

講演時に発表する予定である．また，他の降雨パター

ンに対応したロジスティックモデルの開発を行うこ

とで，より広い範囲の降雨イベントに対応出来るよ

うにする予定である． 
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